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単層カーボンナノチューブ(SWCNT)の直径と長さを

AFM にて測定。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

走査プローブ顕微鏡 2(SPM2)[SPM-9600・9700] 
 
【実験方法】 

10 mm 角のシリコンウェハーに約 1000 倍希釈したサ

ンプルを 1滴落とし、自然乾燥させた。それをSPM-9700
を用いて観察した。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

  
Fig. 1 AFM image before washing (left) and after 
washing (right). 
水洗前は、界面活性剤が存在しており、SWCNT は確認

できないが水洗後は確認できる。 

   
Fig. 2 AFM images of SWCNT.  
結果は、直径が 3~5 nm、長さが 800 nm 前後であること

が確認された。 

 

 

 

 

Fig. 3 Measurements on length and width of 
SWCNT by AFM. 
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